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図１:観測されたＳＶＳＨ時間差と分布
図ｚＳｃｄ波の観測波形と理論波形の比較
図３:本研究で得られたモデル(ＳＹＹＭ２ＳＵＨＲａ，
ＳＵＨＥｂ)とアラスカ(SYLO)とカリブ海で(SLHA)で
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学位論文審査結果の要旨
本博士論文は南極海下のＤ"層のＳ波速度横造について論じたものである。本博士論文に関し、２月４曰
に第１回審査委員会を実施、２月７曰に口頭発表および質疑応答を行った。本博士論文の審査結果は以下の
通りである。、，層の地震学的構造については、Ｓ波速度不連続面、SV-SH波速度異方性、超低速度屠の在在
が北半球の幾つかの地域において報告されている。、'，層はマントルのダイナミクスを理解する上で重要で
あり、全地球規模でのⅣ層の構造の解明は地震学における重要な課題の一つである。本博士論文はＤ"層の
速度構造研究の空白域であった南半球に焦点を当て、南極、オーストラリアなどの南極海周辺地域の１０数
年にわたる広帯域地震計データを用いて、地震波速度異方性と速度不連続面に注目し、南極海下のＤ"層の
S波速度構造の解析を行った。南極海下のＤ"層ではＳＨ波の速度がＳＶ波の速度より最大２％速く、ＳＨ波
には核マントル境界上３００～350kｍ上に２％の速度不連続があることを明らかにし、その成因として過去
にマントル中に沈み込んだスラブ物質の存在を挙げている。本結果と過去に北半球で行われた研究結果との
比較を行い、この領域のＤ,，層の厚さが他の地域より有意に厚いことを指摘し、近年得られた鉱物学的知見
に基づき、過去１億８千万年前までの沈み込み帯の変遷史と、，層の厚さの地域性、最下部マントルにおけ
るスラブ物質の存在と温度構造を関連づけた新しい解釈を提唱した。したがって、本博士論文は博士の学位
に十分値すると評価できる。
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